
筋道立てて思考し表現する力を高める 
化学的領域の指導の工夫 

－「モデル」操作により考えたことを交流する「伝え合う活動」を取り入れて－ 

（概要版） 

長期研修員  月田 典寿 
主題設定の理由 

科学的な思考力・表現力 

群馬県学校教育の指針 学習指導要領 

 科学的な概念を使用し
て考えたり説明したりす
る学習活動の充実 

 問題解決の過程に沿っ
て論理的に思考し表現す
る活動の充実 

観察・実験って楽しいな！ 
もっとやってみたいな！ 

考察は苦手だな・・・。 
何を根拠にするのかな？ 
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生徒の実態から 

科学的な思考力・表現力に課題！ 

課題解決に向けて！ 
研究構想図 
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観察・実験が好き 考察が好き

協力校の生徒アンケートより

○観察・実験の予想や考察をするときに何を根拠に考えたらよいか分からない生徒
○自分の考えがうまくもてないので表現することにつながっていかない生徒

筋道立てて思考し表現する力を高めた生徒

「予想をする」場面

既習事項や生活経験を基にした

予想をもち、表現する

「観察・実験をする」場面

「考察をする」場面

予想を踏まえ結果を
分析・解釈し、表現する

「モデル」を操作しながら
グループ内、グループ同士
で伝え合う

既習事項や生活経験を基に
「モデル」を個人で操作しな
がら予想する

「伝え合う活動」

「モデル」を操作しながら
グループ内、クラス全体
で伝え合う

予想と結果を基に
「モデル」を個人で操作しな
がら考察する

「伝え合う活動」

「モデル」

「モデル」



 「イオン」も「電子」
もホワイトボードに
貼り付きます！生徒
が考えながら「モデ
ル」を操作すること
ができます！ 

 ホワイトボードに考
えたことを書き込む
ことができます！ 

「モデル」について 

「 モデル（電子） 」 
フェライト磁石で作成 

「 モデル（イオン） 」 
マグネットシートで作成 

「 モデル（実験装置） 」 
カラー印刷し、ラミネート
したものをホワイトボード
上に貼り付けて作成 

「伝え合う活動」について 

「予想をする」場面 

説 
 
明 

質
問 

や
意
見 

グループ同士での「伝え合う活動」 グループ内での「伝え合う活動」 

グループ内で
「モデル」を操
作しながら個
人の予想を
交流し、ホワ
イトボードに
予想をまとめ
る。 

グループで予想し
たことを「モデル」
を操作しながら他
のグループのメン
バーに説明したり、
他のグループの予
想を聞いたりする。 

「考察をする」場面 

STEP 1 STEP 2 

グループ内での「伝え合う活動」 クラス全体での「伝え合う活動」 

電子が導線を通って・・・。 

ここで塩素が発生！ 

STEP 1 STEP 2 

モデルを操作しながらクラス全体に
考察したことを説明する。 

時系列に沿って説明するね！ 

 言語活動の充実！ 



授業実践について 中３ 理科 「化学変化とイオン」 

実験１ 塩化銅水溶液に電流を流したときに起こる変化について調べよう。 

個人で「モデル」を操作 
しながら予想する 

グループ内、グループ同士
で「モデル」を操作しながら
予想したことを交流し、「伝
え合う活動」をする 

予想したことを「モデル」を
用いながら表現する 

グループ内で予想し
たことを「モデル」を
用いて一つにまとめ
る 

他のグループのメン
バーに「モデル」を
用いて予想を説明し
たり他のグループの
予想を聞いたりする 

個人で「モデル」を操作しな
がら考察したことを交流し、
「伝え合う活動」をする 

予想したことを「モデル」を用いながら表
現すると共に説明する 

考察したことを「モデル」を用いながら表現
すると共にクラス全体に説明する 

観察・実験の考察ができ
たよ！ 

クラスのみんなに説明も
できるようになったよ！ 

時系列に沿った考察
ができています！ 

筋道立てて思考し表
現する力を高めるこ
とにつながりました！ 

考察するのも楽し
いな！ 

比
較 

「予想をする」場面 

「考察をする」場面 



こ 

     問い合わせ先   群馬県総合教育センター 
                 担当係：義務教育研究係   ０２７０－２６－９２１３（直通） 

実験２ 電解質水溶液に異なった２枚の電極板を入れたときに起こる変化
について調べよう。 

個人で「モデル」を操作しながら
予想した結果 

グループ内、グループ同士で「モデ
ル」を操作しながら予想したことを
交流し、「伝え合う活動」をした結果 

○ 観察・実験の「予想をする」場面で、「モデル」 
 操作により考えたことを交流する「伝え合う活 
 動」を行ったことで、自然事象の規則性につい 
 て既習事項や生活経験を基にした予想をもち、 
 表現することができるようになった。 
○ 観察・実験の「考察をする」場面で、「モデル」 
 操作により考察したことを交流する「伝え合う活 
 動」を行ったことで、時系列に沿って「モデル」を 
 操作しながら考察したことを説明することができ 
 るようになり、筋道立てて思考し表現する力を高 
 めることができた。 

○ 生徒がそれぞれの観察・実験ごとに、何の 
 「モデル」を何枚使用していくことが、「予想をす 
 る」場面や「考察をする」場面で「モデル」を操作 
 しながら考えをもち表現しやすくするために最 
 も有効に働くのか探っていく必要がある。 
○ 「伝え合う活動」は時間がかかる活動である 
 ため、全ての観察・実験の「予想をする」場面、 
 「考察をする」場面で行っていくことは難しい。 
 場面や単元を精選し、「伝え合う活動」を行って 
 いく必要がある。 

成果と課題 

成 果 課 題 

時系列に沿って
「モデル」を操作
しながら筋道立
てて説明ができ
るようになりまし
た！ 

98%の生徒が「モデル」は 
役立つ！と実感しました。 

「予想をする」 
場面 

「考察をする」 
場面 

水素と塩素
が発生する
と思うよ！ 

塩酸が電離し、H＋とCl－になる。 イオン化傾向が大きい亜鉛が電子を 
放出し、Zn２＋になる。 

電子がモーターを通りCu 側に移動 
する。Cu 側にH＋が寄ってくる。 

H＋が電子を受け取り、Cuの表面でH２ 

が発生する。 


